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●上野三碑関連資料

書名 著者名 請求記号 資料コード

日本語誕生の時代
上野三碑からのアプローチ

熊倉浩靖／著 210.02/630 1105582850

多胡碑が語る古代日本と渡来人 土生田純之，高崎市／編 210.02/612 1104241052

古代東国の謎に挑む　山ノ上碑
建立１３００年シンポジウムの記録

上田正昭／著 210.02/292 1100479417

古代上毛野の地勢と信仰 関口功一／著 213.3/75 1105734816

上野三碑の研究 尾崎喜左雄／著 T209.9/20 1102180542

史蹟精査報告　第１ 内務省／編 T290.2/6 1102096334

●朝鮮通信使関連資料

書名 著者名 請求記号 資料コード

朝鮮通信使の足跡　日朝関係史論 仲尾宏／著 210.18/101 1105498446

朝鮮通信使の研究 李元植／著 210.5/409 1104139405

朝鮮通信使がみた日本 姜在彦／著 221.05/14 1104621485

描かれた行列　武士・異国・祭礼 久留島浩／編 210.5/709 1105965857

朝鮮通信使
日韓共通歴史教材制作チーム／

編
210.18/84 1104922388

豊臣・徳川時代と朝鮮 貫井正之／著 210.49/14 1105494296

朝鮮通信使をもてなした料理 高正晴子／著 210.5/631 1105417966

朝鮮通信使　善隣と友好のみのり 上田正昭／編 210.5/355 1103832034

玄界灘を越えた朝鮮外交官李芸
室町時代の朝鮮通信使

嶋村初吉／編著・訳 289.2/254 1105453953

本リストの資料は公開資料室４階の展示コーナーにあります。
本リスト以外にも資料があります。資料検索でお調べいただくか、職員にお尋ねください。

　2017年10月31日、「上野三碑（こうずけさんぴ）」と「朝鮮通信使に関する記録」が、「世界の記憶」（世界記憶遺産）
に登録されました。登録を記念して、県立図書館所蔵の関連資料をご紹介します。

■上野三碑とは？
　群馬県（上野国）高崎市内に遺存する多胡碑（たごのひ）、山ノ上碑（やまのうえひ）、金井沢碑（かないざわひ）を
総称した名。三つの碑は近接したところにあり、奈良時代の上野文化を語る資料として国の特別史跡にも指定され
ている。
■朝鮮通信使とは？
　室町時代から江戸時代にかけて、朝鮮国王が日本に派遣した外交使節。初期には、幕府の他に大内氏その他の
九州豪族も対象となった。
　　　（参考：『日本国語大辞典　第2版』（日本国語大辞典第二版編集委員会／編，小学館国語辞典編集部／編））
■世界の記憶（世界記憶遺産）とは？
　世界的に重要な記録物への認識を高め、保存やアクセスを促進することを目的とし、ユネスコの事業として1992
年に開始された。審査は2年に1回で、1か国からの申請は2件以内とされている。国際諮問委員会（IAC）の勧告に
基づきユネスコ事務局長が決定する国際登録のほか、「世界の記憶」アジア太平洋地域委員会（MOWCAP）等が決
定する地域登録がある。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（参考：文部科学省ウェブサイト）

上野三碑・朝鮮通信使 
世界の記憶（世界記憶遺産）に登録決定！ 

網掛け  の資料は館内閲覧でご覧ください。 


